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「全量を戻すことを前提に設計する」と
「全量は戻せないことを前提に設計する」の設計思想の違い

全量を戻すことを
前提に設計する 全量は戻せないこと（一時流

出）を前提に設計する

工事中に万が一の事
象（一部の水を戻せな
い状況）が発生しても、
影響を最小化するシ
ステムを考える

全量を戻せた 一部戻せない事象が発
生してしまった（事象は×
だが、影響は△になるよ
うにする）

水利用への
影響は回避
できた

一部影響が
生じたかも
しれない

補償

○ではないが、全量を戻すことを前提にした対処の結果であり、
影響も極めて小さいので容認する。 ⇒ △

そのような設計は、はじめ

から容認できない。 ⇒×

△

○

＝

（注）ゼロリスクはないことを大前提とし、「一滴
も漏らさない」で設計するのと、「少量は戻せな
くても止むを得ない」で設計するのでは、設計
思想の違いによって設計結果に大きな差が出
る。「一滴も漏らさない」設計思想で設計してほ
しい。ただし、「絶対に一滴も減らさない」という
ゼロリスクは達成できないことは理解している。

（注： 「一滴も漏らさない」設計思想で設計していたが、運悪く「一部戻せない事象」を発生
させてしまったようだ。しかし、予め決めたリスク管理システムによって影響は最小限に抑
えられた。よって容認する。）
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全量を戻す 一滴も漏らさない（注）

「全量を戻す」と矛盾する。

設計思想（静岡県の理解）

絶対ということはない

確率は極めて低いと想定していたが

想定外の事象
が発生した

容認範囲内か？


